
金
滞
古
蹟
志
巻
十
七

り
。
随
分
の
繭
有
も
の
に
て
、
殊
に
工
夫
才
褒
た
る
人
に
で
あ
り
し

島
氏
、
或
時
犀
川
筋
の
し
も
町
洪
水
し
て
、
川
筋
の
家
主
流
れ
損
じ
、

暫
ぐ
の
関
野
原
の
如
く
に
河
原
と
た
り
た
り
。
共
の
場
所
を
ば
右
昌

安
徐
程
の
か
ね
を
出
し
借
揚
げ
、
一
回
ひ
を
と
し
ら
へ
、
雨
口
を
付

け
て
昌
安
町
と
名
付
け
‘
右
圏
内
に
諸
宗
の
道
場
を
建
立
し
、
商
ひ

の
底
々
を
あ
ま
た
し
つ
ら
へ
、
都
て
の
事
に
外
へ
出
で
申
さ
宇
と
も

用
事
の
た
り
候
や
う
に
し
て
‘
猶
し
も
共
の
中
に
あ
か
ら
庄
之
助
と

申
す
叙
術
者
あ
り
し
が
、
稽
古
場
を
か
ま
で
此
所
へ
町
h

で
よ
り
大

勢
稽
古
に
参
り
候
。
政
右
衛
門
も
罷
越
候
K
.
自
に
ま
し
繁
昌
し
て
、

門
弟
中
も
働
み
よ
ろ
し
く
、
ま
た
底
々
も
次
第
に
繁
昌
し
て
、
近
郷

は
い
ふ
に
及
ぼ
宇
、
遼
所
よ
り
も
病
人
等
来
る
事
徐
多
危
り
。
然
る

に
聞
の
内
に
は
、
都
て
け
だ
も
の
L
煮
寅
み
せ
是
あ
り
。
此
所
へ
あ

か
ら
庄
之
助
の
門
第
中
を
昌
安
誘
ひ
連
れ
参
り
、
色
々
の
け
だ
も
の

磁
ら
4
1
-

品
宛
食
ひ
た
り
。
弟
子
中
互
に
顔
見
合
せ
け
れ

E
、
昌
安

の
恐
ろ
し
さ
に
幾
ら
宇
食
ひ
た
り
け
り
。
ま
た
右
の
所
へ
諸
方
よ
り

病
人
共
療
治
に
来
り
た
る
人
々
に
、
昌
安
元
手
銀
を
か
し
渡
し
て
商

を
設
さ
せ
、
療
治
の
純
金
は
か
せ
ぎ
て
梯
ひ
候
や
う
に
と
、
至
極
の

助
け
を
た
し
け
り
。
ま
た
出
家
・
疋
ど
は
圏
内
の
道
場
へ
入
置
候
へ

一
{
家
吋
街
盛
行
.J年
三
十
。
仕
=
本
藩
大
夫
前
田
氏
吋
食
a
紘
一
七
十
石
吋
脆

年
致
仕
e

客
昌
寄
於
越
前
三
園
↓
君
子
明
和
三
年
丙
成
正
月
元
日
-
生
d

以
且
文
政
己
丑
八
月
廿
二
日
刊
・
卒
昌
子
共
客
舎
一
享
年
六
十
四
a

葬
昌
子
州

之
羅
漢
山
久
昌
寺
二
序
屠
話
回
=
杏
林
院
君
襲
司
高
桑
氏
二
女
回
忌
.

養
且
能
登
馬
場
村
伊
藤
氏
之
子
吋
配
以
錫
v
嗣
.
国
益
伯
二
賛
伯
之
子
三

省
e

以
a

今
哉
天
保
戊
成
吋
・
来
v
京
凶
デ
予
a

語
次
偶
及
=
君
弱
冠
負
ν
笈
寓
晶

子
余
先
人
之
塾
吋
余
時
宜
川
，
倫
記
=
共
風
采
吋
君
面
白
僅
痩
.
鶴
姿
不
v

群
.
人
皆
笠
a
他
日
有
'
成
考
供
指
庖
v
今
五
十
飴
年
。
枕
者
一
隔
世
↓
而

三
省
叉
奥
v
余
締
昌
師
弟
之
交
↓
共
相
遇
之
脊
e

似
非
=
偶
然
コ
エ
省
関
v
之‘

途
乞
=
銘
共
碑
吋
余
感
a
共
奮
吋
允
=
北
ハ
諦
↓
・
寄
以
予
v
之
.
銘
日
.

龍
樹
垂
v
手

救

v
人
無
堂
。
貞
議
胎
v
蹟
孫
枝
共
昌
。

右
初
代
昌
安
以
来
、
子
孫
連
綿
世
に
昌
安
と
稀
し
、
千
日
町
の
南
側

た
る
裏
地
に
邸
地
を
し
め
‘
家
屋
を
え
に
笹
み
て
、
世
々
家
勢
を
墜

さ
4
1
0

眼
科
の
名
を
得
た
り
と
い
へ
ど
も
‘
維
新
農
務
百
事
改
正
の

際
、
家
勢
稀
E

零
落
な
し
た
り
け
ん
。
従
来
の
家
屋
を
段
ち
、
邸
地
を

貸
却
し

τ、
共
の
・
近
漣
に
移
住
し
け
る
底
、
明
治
二
十
年
の
幕
、
蛍

時
の
昌
安
夜
し
‘
遂
に
融
商
業
を
践
し
‘
共
の
地
を
も
退
去
し
て
、
子

孫
悉
〈
離
散
せ
り
。

金
調
停
古
康
志
巻
十
七

四，、

ば
、
是
ま
た
助
け
に
相
成
り
け
り
。
且
昌
安
の
像
と
て
自
分
の
木
像

を
と
し
ら
へ
置
き
た
り
。
後
に
は
寺
町
五
百
綴
漢
に
納
め
た
り
と
云

々
。
按
4
1
る
に
、
綿
津
屋
政
右
衛
門
は
文
政
頃
の
し
男
伊
建
に
て
、
昌

安
町
繁
昌
の
頃
奔
走
し
‘
あ
か
ら
庄
之
助
の
門
弟
と
成
り
、
昌
安
町

の
稽
古
場
へ
日
々
出
た
り
し
も
の
怠
れ
ば
、
そ
の
筆
記
に
記
載
す
る

趣
に
て
事
貨
を
見
る
に
足
れ
り
。
故
に
共
の
全
文
を
血
中
げ
て
、
後
詮

の
一
助
と
す
。

O
掘

昌

安

偉

堀
氏
は
、
世
々
昌
安
を
遁
稀
と
た
し
.
眼
科
に
高
名
な
り
。
中
に
も

初
代
昌
安
は
、
陵
商
術
裁
に
越
え
、
名
人
の
名
を
得
た
b
。
共
の
第
v
人

招
換
を
惑
ん
で
、
世
態
に
関
係
せ
宇
。
貧
人
を
憐
み
、
教
他
を
専
一

と
し
‘
金
海
市
中
を
療
養
方
に
奔
走
す
る
駕
飽
昇
は
1

柳
原
の
乞
食

共
を
用
ひ
し
た
ど
の
奇
談
.
子
v
今
人
口
に
股
失
す
。
貨
に
賞
時
の
一

崎
人
た
り
。
平
安
百
俊
徳
克
明
が
濯
越
せ
し
基
碑
飽
に
云
ふ
。

君
韓
維
新
，
宇
昌
安
a

堀
氏
，
競
昌
自
然
子
吋
其
先
世
田
昌
大
意
坊
↓
一
越
後

人
.
天
慶
之
際
滋
=
肥
之
長
崎
吋
畢
=
瞥
於
明
盤
越
師
秀
吋
蹄
能
=
眼
科
吋
子

孫
徒
昌
子
加
資
金
津
ゴ
官
業
=
共
術
刊
一
考
養
肪
坊
d

枇
某
氏
。
生
昌
三
男
二

女
二
漏
共
長
子
也
e

有
ν
故
以
=
弟
養
伯
-
承
v家
d

是
第
昌
{
一
部
家
二
泊
別
会

。
中
村
春
白
神
社

千
日
町
の
末
、
南
側
の
裏
、
掘
目
安
奮
邸
の
沼
地
に
あ
り
て
、
千
日

町
・
中
村
等
の
産
土
紳
た
り
。
貞
享
二
年
山
伏
蓮
花
院
由
来
書
に
云

ふ
。
石
川
郡
中
村
春
日
明
紳
は
‘
古
枇
成
由
僻
承
仕
侯
へ
"
と
も
、
委

細
之
儀
者
不
a
相
知
一
一
陣
川
法
般
寺
町
筋
之
氏
紳
も
中
村
之
春
日
を
勘

締
仕
。
と
あ
り
て
、
中
村
春
日
明
紳
の
創
立
等
の
年
暦
鮮
か
危
ら
宇

と
い
へ
ど
も
.
今
云
ふ
犀
川
紳
祉
の
本
祉
に
て
、
霊
異
著
明
た
り
と

い
へ
り
。
犀
川
紳
枇
は
沓
名
を
春
日
と
稀
し
、
従
前
は
山
伏
賓
久
寺

の
持
枇
に
て
、
中
村
春
日
と
爾
枇
粂
勤
せ
し
か
ど
、
明
治
五
年
十
一

月
、
郷
・
村
祉
の
駐
格
定
る
時
、
雨
枇
各
別
に
肺
臓
を
立
て
ら
れ
、
中

村
春
日
は
‘
村
枇
に
列
せ
ら
れ
た
り
。
摩
川
紳
祉
の
停
続
に
云
ふ
。

中
村
の
村
落
は
‘
昔
は
犀
川
よ
り
内
に
あ
り
し
か
ど
、
市
中
を
ひ
ろ

げ
ら
れ
し
時
今
の
地
へ
移
縛
し
、
紳
枇
も
共
の
際
雨
枇
と
た
し
、
本

枇
は
村
落
に
随
う
て
今
の
地
に
移
柑
仰
せ
し
に
や
と
。
但
し
奮
紀
等
僻

来
せ
ざ
る
ゆ
ゑ
に
鮮
か
た
ら
宇
と
い
へ
り
。
富
田
景
周
の
金
披
三
河

考
に
云
ふ
。
今
犀
川
と
中
村
用
水
と
の
岐
頭
陀
紳
枇
あ
り
。
此
の
枇

は
、
延
書
式
紳
名
援
に
載
す
る
石
川
郡
紳
問
紳
枇
友
り
。
今
は
春
日

大
明
紳
と
云
弘
、
寅
久
寺
の
持
枇
た
り
。
賓
久
寺
は
古
此
の
枇
O
別

四
七




